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 おはようございます。この日もいつもと
同じように主の御前に集められた私たちで
ありますが、ところで、この一週間、巷の
喧噪にあって私たちがしたことはなんであ
ったのか、それは、神様に心を開き、祈る
ことです。そして、私たちのその祈りは、
自分の思いだけを神様にぶつけるものでは
なく、徹頭徹尾甦りのイエス様の声を聞く
ものでありました。それは、このイエス様
の声を聞くことの許されている場所に今こ
うして生きているのが私たちだからです。
それが前回も申し上げた恵みの場というこ
とでもありますが、ですから、十字架を前
にしてイエス様が弟子たちに「私の名によ
って何かを願うならば、私が叶えてあげよ
う」と告げたのはそれゆえのことでもあり
ました。そして、それは、弟子たちに対し
てだけでなく、私たちについても同じで
す。なぜなら、そこで思い出して欲しいの
ですが、私たちの祈りの最後に必ず口にす
る言葉は何なのでしょうか。それは、「主
の名によって」ということです。主とはつ
まり、十字架と復活のイエス様のことでも
ありますが、ただ、そのイエス様がここで
弟子たちに向かって、「なんでも叶えてあ
げよう」と語るわけではありません。けれ
ども、語られている中心的な事柄は、私た
ちが同じように恵みの場に生きているとい
うことなのです。 
 弟子たちがイエス様に向かって「一体誰
が、天の国で一番偉いのでしょうか」と尋
ねるているのは、彼らがイエス様から十字
架と復活の出来事を聞いたからです。です
から、「誰が天の国で一番偉いのか」との
問いかけは、そう意味で弟子たちがイエス
様のお言葉を彼らなりにしっかり理解した
からでもありました。しかし、弟子たちの
その問いかけは、十字架というその重さと
比べるといささか緊張感に欠けた感があり
ます。それは、私たちの目からすると、弟
子たちのその態度がとても無邪気なものに
も映るからです。従って、私たちであれ
ば、恐らくは、ここまであっけらかんとイ
エス様に対し、自分の気持ちを詳らかする
こともないのでしょう。ところが、イエス
様の弟子たちは違った、しかも、弟子たち
のこの無邪気さをイエス様は一向に気にさ
れる様子もなく、むしろ、不躾とも言える

この発言をしっかりと受け止めておられる
ご様子でもあるのです。それは、「イエス
様が私たちと共にいます」という、この恩
恵の場に生かされているのがまさに弟子た
ちであるからです。まただから、弟子たち
も、手放しで、あっけらかんと、まるで子
どものように、思ったことを思ったままに
口にしているのです。そして、それは、弟
子たちには、自分が何者であり、どこに生
きているかをがはっきりと分かっていたか
らです。そして、それがイエス様の愛を知
るということであり、また、それが平安に
与るということでもありますが、それゆ
え、この日の御言葉の中に自分自身の姿を
見出している私たちもまた、この時の弟子
たちと同じように、無邪気さをもって手放
しでイエス様に聞いていかなければなりま
せん。けれども、そう言われ、直ちに「は
い、分かりました」とばかりにいかない、
それが私たちでもあるのです。 
 神様の独り子であるイエス様と共にある
ことが許されている、この恵みの場に生か
されているのが私たちでありますが、けれ
ども、それを知りながらも弟子たちのよう
にはできない、それはどうしてなのでしょ
うか。それは、何かが邪魔をするからで
す。そして、その何かとは、私たちの自信
のなさであったり、力不足であったり、気
持ちの弱さであったりと、それこそ、理由
を上げれば、きりがないくらいに、自分の
ダメなところ、足りないところがいくらで
も出てくるからです。私たちがイエス様を
前にした時、堂々と胸を張って、自分を出
せないのはそのためです。また、だから、
イエス様に何でも言ってご覧、と言われて
も、いえ、特に何もありません、と遠慮し
てしまうのです。ですから、ここでの弟子
たちの無邪気さは、私たちからしたら羨ま
しい限りです。私たちがやりたくてもやれ
ないことであり、それゆえ、この弟子たち
の姿に倣うこと、この時の弟子たちのよう
になること、それが恩恵の場に生きる私た
ち信仰者の一番の願いということにもなる
のでしょう。ところが、無邪気な願いを投
げかけるこの弟子たちに向かって、イエス
様のなさったことは、彼らの求めるその答
えに答えることではなく、一人の子どもを
彼らの前に立たせることでありました。 
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 そこでその光景を思い描いていただきた
いのですが、それは、その子をぐるっと取
り囲むように、弟子たちが輪になっている
光景です。そして、この輪の中に私たちも
いるのですが、それをこの時の私たちに置
き換えるなら、それは、ちょうどこの聖餐
卓の前にイエス様がその子を立たせたとい
うことでもあるのでしょう。そして、その
上でイエス様は「はっきり言っておく。心
を入れ替えて子どものようにならなけれ
ば、決して天の国に入ることはできない」
と仰ったのですが、これはどういうことな
のでしょう。無邪気に喜び、心の内側をあ
けすけにする弟子たちに向かって、さらに
は、無邪気な弟子たちのその姿を手本にし
たいと思うその私たちに、イエス様は「子
どものようにならなければ、決して天の国
に入ることはできない」と仰るのです。こ
のことはつまり、無邪気なだけでは天の国
に入ることはできない、イエス様はそう弟
子たち、私たちに仰ったということです。
ならば、その願いを果たすためにはどうす
ればいいのか、そこで、イエス様が次に仰
ったことは、「自分を低くして、この子ど
ものようになる人が天の国で一番偉いの
だ」というこのお言葉であったのです。 
 そこで私たちは、この「自分を低くし
て」と仰るこの言葉から何を思うのでしょ
うか。恐らくは、思い上がる弟子たちを諫
めようとして、イエス様はそのようなこと
を仰っていると考えるのではないでしょう
か。それは、御言葉が謙虚さということを
度々語るように、謙遜こそが私たちクリス
チャンの美徳でもあるからです。しかし、
それは、もちろんそれはそうなのですが、
けれども、イエス様がここでこのようなこ
とを仰るのは、彼らの思い違いを正すこと
だけを目指してはいないからです。同時
に、彼らの無邪気さをも生かそうとしての
ことであり、むしろ彼らのこの良さをもっ
と伸ばそうとさえしている、それが私たち
の目の前にあるイエス様であるのです。そ
れは、彼らの問いかけに対しては、率直
に、そして、誠実に答えておられることか
らも分かります。ただし、その答えは彼ら
の願った通りのものではありませんでし
た。子どもが、どうすればお医者さんに、
ケーキ屋さんに、宇宙飛行士になれのかと
尋ねた時に、大人である私たちの答えは、
夢を諦めずに持ち続ければ必ず夢は叶うと
言うことでもあるのでしょう。つまり、自
分の力を高め、磨いていく必要がある、だ
から頑張ってねということです。そして、

イエス様に対する弟子たちの無邪気さは、
高みを目指し、夢を実現したいと思う、そ
ういう素朴な願望に満ちあふれたものでも
ありました。それは、イエス様に対する彼
らのその思いがそれだけ深かったからでも
ありますが、つまり、イエス様のようにな
りたい、＠偉いぞ、よく頑張ったねとイエ
ス様に言ってもらいたい、私たちが「子ど
ものように」というこの言葉からイメージ
する、まさにそのままの姿がこの時の弟子
たちであったのです。 
 けれども、イエス様のその答えは彼らか
らすれば、まったくトンチンカンで、意味
不明なものでもありました。けれども、イ
エス様がここでこのようなことを仰ってい
るのは、彼らのダメなところを矯正したい
からではありません。そのいいところをも
っと伸ばそうとしてのことであり、ですか
ら、冒頭のイエス様の言葉の中には、前段
のペトロに対するものと同じように、弟子
たちの無邪気さに対するイエス様の笑い声
が聞こえてくるようにも思うのです。それ
は、話をはぐらかさず、また頭ごなしに叱
らずに、弟子たちの話をちゃんと聞いて、
それが弟子たちには分からなかったとして
も、彼らの願いに真っ正面から答えようと
している、それがイエス様であるからで
す。そして、イエス様の「心を入れ替えて
この子どものようになる」というこの言葉
がまさにその点を言い表しているとも言え
るのですが、けれども、その言葉が弟子た
ちの心にどこまでしっかり届いたのかは分
かりません。それは、その答えは弟子たち
の誰もが望んだ高みを目指すことではな
く、低く低くあること、しかも、それが、
心を入れ替えなければ分からないものだと
したら、なおのこと、すぐに分かるもので
はないからです。そして、それについて
は、イエス様にもよく分かっていることで
もありました。しかし、その彼らのことを
大らかに受け止めておられるのがイエス様
でもあるのです。 
 なのに私たちは、「自分を低くし」とい
うこの言葉を道徳的な意味での謙虚さと理
解してしまう。それは、また別の意味で弟
子たちと同じだからです。つまり、低くあ
ろうとすることが私たちの徳を高めること
につながると、そんな風に考えているか
ら、いや、考える以前に物事のすべてを高
く、大きくしなければならない、成長しな
ければいけないと、そういう考えが私たち
に染みついているからです。従って、腕前
を競い合うように「誰が一番か」と無邪気
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に競い合う弟子たちと私たちは同じです。
それは、謙虚さを求め、徳を積もう、積ま
なければと、そう思っているからです。で
すから、イエス様は「低くある」ことを求
めているのは弟子たちだけでなく、イエス
様を前にしていい子でいなければと思う私
たちも同じです。しかし、イエス様が求め
ておられることは、天の御国という高みに
向かってステップを刻み、高度を上げてい
くことではありません。心を入れ替えて、
この子、つまり、弟子たち、私たちの目の
前にある一人の子どものようになること、
そのことだけを私たちに求めているからで
す。 
 イエス様が弟子たちの目の前に置かれた
子どもは、弟子たちにとっては見たことも
聞いたこともない、はじめて見る子どもで
ありました。そして、「その子どものよう
になれ」とイエス様は仰ったのですが、そ
れゆえ、「この子のように」と言われ、そ
れが分からないのは当然です。しかし、こ
の分からないもの、想像もつかないものを
受け入れられなければ、その願いが叶えら
れることもない。なぜなら、「私の名のた
めにこのような一人の子どもを受けいる者
は、私を受け入れるのである」とイエス様
がこう仰っているからです。しかも、その
上でイエス様の仰ったことは、「私を信じ
るこれらの小さな者の一人を躓かせるもの
は、大きな石臼を首にかけられて、深い海
に沈められる方がましである」との大変厳
しい言葉であったわけですから、なおのこ
とだとも思うのです。これを聞いて、皆さ
んはこの御言葉をどのように受け止められ
たのでしょうか。 
 私の場合で申しますと、イエス様のこの
お言葉の中にあるのは自分自身の姿です。
それは、何かをやらかしてしまった者の末
路というものを思うからです。ただ、悲惨
なのはそれを避ける方法がないように思え
ることです。それは、イエス様が「世は人
を躓かせるから不幸だ。躓きは避けられな
い。だが、躓きをもたらす者は不幸であ
る」とこう仰っているからです。ですか
ら、もしこの悲惨な末路を避けようとする
なら、私たちは神様の造られたこの世界か
ら出て行くか、あるいは、神様と対峙し、
神様に打ち勝つしか他に助かる道はないと
いうことにもなるのでしょう。私が首から
石臼を提げている姿を想像してしまうのは
それゆえのことでもありますが、しかし、
御言葉が神を愛し、隣人を愛せと言ってい
る以上、それを避け、誤魔化しながら生き

るだけでは、私たちはキリストの命に生き
ているとは言えません。けれども、愛とい
う言葉をもって私たちが行うことのかなり
の部分が人を傷つけ、また躓かせるもので
あることを考えれば、私たちが愛そう愛そ
うとすることは、あるいは、愛ある者とな
ろうとすることは、かえってその傷口を広
げることにもなるのでしょう。 
 一体、イエス様は私たちに何をおっしゃ
りたいのでしょうか。私たちだけでなく、
弟子たちもまた、同じようにその頭の中は
混乱したに違いありません。それは、イエ
ス様の厳しさに触れたからではなく、その
誠実で大らかな姿に反して、伝えられたそ
の内容が私たちの目からすると真逆の印象
を与えるものだからです。ですから、そう
いう意味で弟子たち、私たちとイエス様と
は、見ている方向がまったく逆です。それ
ゆえ、コミュニケーションが成り立つこと
もありません。ちぐはぐさを通り越して、
一緒にいることの意味すらも分からなくさ
せるのです。では、イエス様はその私たち
のことを見放しているのか、相手にもして
いないのか、イエス様のその笑い声がそう
ではないことを私たちに明らかにするので
すが、そこで心に止めたいのは、イエス様
が「心を入れ替えて」と仰っているこの言
葉です。それは、私たちがイエス様の仰る
ことがわけ分からなくなっているのは、心
を入れ替えると仰っているこの言葉を誤解
しているからです。 
 「心を入れ替えて」ということの意味
は、罪深い自分を反省し、頭を丸めて一か
ら出直すということではありません。物事
の見方を 180 度方向を変えるということで
あって、心の中をまっさらの状態に初期化
するということではないからです。ただ、
方向を変えろと言われても、私たちの目に
は、その耳には、その鼻、口、肌、皮膚に
は、神様とイエス様の情報だけが伝わるわ
けではありません。正しいことや間違って
いることも含めて、いろいろな情報、刺激
が伝わってくるのです。ですから、神様と
イエス様のことをまっすぐに見たいと思っ
ていても、いつの間にか分からなくなって
しまう。絶対に間違っていない、自分は正
しいと信じ、行動した結果、人を傷つけ、
躓かせてしまう、それは、自分でも気がつ
かないうちに、神様以外の別の何かに心が
支配されてしまっているからです。そし
て、それは、信仰が篤いか薄いか、大きい
か小さいか、長いか短いか、大きいか小さ
いか、私たちが図りうるいかなる力、基準
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をもってしても克服することはできませ
ん。なぜなら、こうしてこの世に生きてい
るのが私たちであるからです。まただか
ら、私たちは、意図せずに何かをやらかし
てしまう、特に、自分は正しいと思い込ん
でいる時にこそ、絶対にやってはいけない
ことをしてしまうことがあるのです。イエ
ス様が躓かせてはならない、躓きは避けら
れないと仰るのは、そのような救いようも
ない現実に私たちが生きているからでもあ
りますが、けれども、この現実を救いよう
もないと思っているのは私たちであってイ
エス様ではありません。なぜなら、その私
たちに向けられているものがイエス様の笑
い声であり、その笑顔であるからです。 
 ですから、イエス様が私たちに求めるこ
とは、その笑顔を見つめ、その笑い声を聞
くことでもあるのでしょう。そして、イエ
ス様が一人の子どもを私たちの目の前に置
かれたのは、それを私たちに知らしめるた
めでもありました。それは、この子どもこ
そが私たち一人一人であり、それもただそ
こにいること、あること、私たちに求めら
れていることは、ここにいる、ここにあ
る、そのことだけであるからです。それゆ
え、私たちは何者かにならなければならな
いわけではありません。すでにイエス様に
よって愛されている、この平安の中にその
命を生きていることが許されている、それ
が私たちであるからです。では、それは具
体的にはどういうことなのでしょうか、そ
こで、ある一人の子どもを私たちの前に置
いて、最後にそれを皆さんにお伝えしたい
と思います。 
 幼稚園の子ども、保護者と親しく交わっ
ていると、イエス様の仰りたいことが「な
るほどそうか」と思わされることが度々あ
ります。つい最近もある保護者から次のよ
うな話を聞きました。その方にはお子さん
が二人いるのですが、あるとき、弟の大き
な鳴き声が下から聞こえてきたのだそうで
す。そこでその方はお兄ちゃんが何かをや
らかしたと思い、これはと思ったのそうな
のですが、それは、大きくなるにつけて良
いことだけでなく、悪いことも覚えるよう
になってきたからです。そして、下に降り
ると弟が泣きながら兄が蹴ったと訴えてい
るのです。それでこれはいけない、人を蹴
ったらどれだけ痛いか、体で覚えさせなけ
ればとそう思い、思いっきりお兄ちゃんの
お尻を蹴ったところ、その様子を見た弟が
叫んだのです。「蹴ったのはおもちゃだ
ー」と、つまり、蹴ったのは弟ではなく、

弟が遊んでいたおもちゃだったということ
です。そこでその方ははっと気づいたので
す。自分が子どもたちにやってはいけない
と言っていることをやってしまった。た
だ、後の祭りでどうしようもありません。
もちろん、そこで謝りました。でも、謝っ
ても、やってしまったことを取り消すこと
はできません。それゆえ、親と子の関係に
ヒビが入ったとしても不思議ではありませ
ん。すると、蹴られたお兄ちゃんがこう言
ったのだそうです。「誰にでも間違いはあ
るよ」と。そして、そのお兄ちゃんがそう
言えたのは、また、弟が正直に「違う」と
言えたのは、その方が普段から本当に子ど
もたちのことを大切に大切にしていたから
です。そして、それは、傍らで見ていてい
るだけの私にもよく分かることです。だか
ら、お兄ちゃんは、たとえ親がしくじった
としても、信頼を失わず、赦すことができ
たのです。そして、それが「いる」という
こと、「ある」ということでもあるのです
が、つまりは、イエス様に招かれ、こうし
て恵みの場にある私たちの関係性とはそう
いうものだということです。なぜなら、後
日その子にあった時、「赦すことを誰に教
えてもらったの」と聞いたところ、その子
が言ったことは、「牧師ー」というこの一
言だったからです。 
 ただ自慢話をしたいわけではありませ
ん。誰がどうのこうのというそういうつま
らない話をしたいわけではなく、今私たち
がこうして置かれている場所は、このよう
に何かになろう、何かをしようと思わなく
ても、そこにイエス様の笑い声、笑顔が満
ちあふれている限り、イエス様の愛と赦し
が満ちあふれている平安な場所なのです。
私たちが人を赦し、愛し、信頼することが
できるのはそれゆえのことです。また、そ
れだけではありません。それが壊れそうに
なった時にも、私たちが赦しと愛を経験し
ているから、その壊れかけた関係性を新た
に築き直すこともできるのです。そのこと
を私たちは、私たちの目の前にいる、この
交わりの真ん中にいる子どもから教えられ
ているのであり、それは、私たちもその一
人一人でもあるからです。幼子のように、
神様の子どもとして、こうして今共にあ
り、これからも共にあり続けることが許さ
れている、だから、このことに心から喜ぶ
ことのできる、それが私たちであり、そこ
に目を向けよと、イエスさはこう私たちに
語りかけておられるのです。祈りましょ
う。 


